
所 属 生活安全部地域課 刑事部鑑識課
警備部警備第二課

担 当 地域企画係 現場係 内線 3563・4622
（係）名 危機管理係 5786

現 場 執 行 力 の 強 化

〈長期構想推進重点政策枠事業〉

１ 事 業 費 【財源内訳】 【主な使途】

６，１６４ 一般財源 6,164 備品購入費 738(車両強制停止装置)

（前年度１，０６８) 需用費 5,426(感染症防護対策機材等)

２ 背 景・現 状

警察の取扱事案の増加や大量退職時代の到来により、現場警察官の執行力の低下が

危惧されている中で、より高い県内治安水準を実現するためには、現場で活動する警

察官の執行力強化が喫緊の課題となっている。

３ 事 業 目 的

悪質逃走車両への対応力強化、現場警察官の身体を保護する資機材の整備、街頭犯

罪検挙等取締活動の強化等を推進して、現場執行力の強化を図る。

４ 事 業 内 容

(1)車両強制停止装置の整備 738千円

車両強制停止装置を警察車両に配備して、県民生活を脅かす凶悪事件の犯人の逃走

防止を図るとともに、逃走車両に巻き込まれる危険性のある県民の身体を守る。

(2)新型インフルエンザ防護用資機材の整備 5,000千円

近い将来の発生が予想される新型インフルエンザ対策として、感染する可能性が極

めて高い場所で活動する現場警察官への二次感染を防止するため、感染症防護対策セ

ットを整備する。

(3)携帯型指紋採取セットの整備 426千円

第一次的に現場に赴く地域警察官に対し、｢携帯型指紋採取セット｣を整備して、多

発する街頭犯罪(車上ねらい、自動販売機ねらい等）の現場で証拠を収集保全し犯罪の

検挙を図る。
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(明細書事業名) ○刑事警察費

犯罪のないまちづくり対策費


